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1. はじめに
　広域に拡散し瞬時に堆積するテフラ層
は、層序学的同時面として地層対比・編
年において非常に重要である。福島県中
心部に位置する郡山盆地では、機械ボー
リングを用いた土木地質調査が毎年数多
く行われているが、テフラ層の層序およ
び編年に係る地質学的データが公表され
る例は少ない。本報告は、郡山盆地の異
なる堆積面から採取したテフラ層につい
て、層相記載および火山ガラスのEDS分
析を行い、既知のテフラとの対比、実業
務への活用事例を示すものである。

2. 郡山盆地の地質とテフラ層序
　郡山盆地は阿武隈川中流域に形成され
る構造盆地であり、主に更新統（扇状地
堆積物、阿武隈川およびその支流群流域
に発達した段丘堆積物）が広く分布する。
それら更新統は下位より郡山層、西ノ内
段丘礫層、大槻層、新屋敷段丘礫層に区
分される。層厚は郡山層で最も厚く80m
程度と見積もられており、その他の地層
は層厚5～20m以下と推定されている 1）。
　郡山層に挟在するテフラ層は、図−1
に示すKR_11_1地点のボーリングコア等
から9層が検出されており、このうち4
層は東北地方南部を覆うテフラ（燧ケ岳
高久テフラ、砂子原松ノ下テフラ、砂子
原逆瀬川テフラ、塩原大田原テフラ）と
対比がなされている 2）。
　また、郡山盆地西部～南部および郡山
層下位には、下部更新統白河火砕流堆積
物群の分布が指摘されている 3）

3. テフラの層相と岩石学的記載
　本報告では、郡山盆地内3地点（図−1 
Narita, Akagi, Hiwada）で掘削したボー
リングコアから4層のテフラ層を、1地点

（図−1 Tsuchiuri）のボーリングコアか
ら火砕流堆積物（軽石）を採取した。テ
フラの層相記載とボーリングコア写真を図

−2に示す。また、火山ガラスの主成分化
学組成分析（EDS分析）結果を表−1に示
す。EDS分析は福島大学SEM-EDSシス
テムを用い、分析結果の補正は長橋ほか

（2003）4）に従った。
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図 -1　郡山盆地阿武隈川西側に分布する更新統 1）

図 -2　層相記載およびボーリングコア写真

表 -1　火山ガラスの主成分化学組成
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4. テフラ層の対比
　沼沢芝原テフラ（Nm-SB：0.11Ma）5）

は福島県中・西部から栃木県北部を覆う
良好な指標テフラであり、石英・黒雲
母・角閃石等を含む。火山ガラスの化学
組成はFeO＊量、CaO量が低く、総アル
カリ（Na2O+K2O）量が高い。燧ケ岳高
久テフラ（Hu-TK：0.15-0.20Ma）5）は尾
瀬燧ケ岳を給源とするテフラ層で、斜方
輝石・単斜輝石を含む。火山ガラスの化
学組成はSiO2 量がやや低く、K2O量が高
い。これら記載岩石学的性質と火山ガラ
スの化学組成から、採取試料Akagi-1を
Nm-SBに、NaritaをHu-TKに対比した。
その他のテフラ層（Hiwada、Akagi-2）
は、KR_11_1地点のボーリングコアで検
出された給源未詳のテフラ層（KR1651、
KR3319）に対比される可能性がある。

　白河火砕流堆積物群は、主に福島県南部
白河丘陵に分布する火砕流堆積物で、下位よ
り隈戸・芦野・西郷・天栄に区分される。隈
戸・西郷はややK2O量が高く、芦野・天栄
はK2O量が低い。採取試料Tsuchiuriの火
山ガラス化学組成は天栄に似るが、全体に
SiO2量が低く、K2O量は中間的な値を示して
いるため、現時点での正確な対比は難しい。

5. 実業務への活用事例
　本報告により記載した4層のテフラのう
ち、NaritaおよびAkagi-1は層厚0.5mを越
える厚いテフラ層である。乳白色を呈し軽
石を主体とする層相は、標準貫入試験を併
用したボーリングコアでも容易に識別する
ことができる。Narita（Hu-TK）は郡山台
地を構成する郡山層の比較的浅部に分布
する。Akagi-1（Nm-SB）は西ノ内段段丘
礫層中に挟在し黒雲母を含む。実業務に
おいて、当該テフラ層は良好な鍵層として
利用できる。実際、広範敷地内における地
盤リスク（陥没・亜炭採掘跡）を特定する
業務 7）では、Narita（Hu-TK）を識別する
ことで、敷地全体の地層対比精度を向上さ
せ、テフラの層準をもとにリスクを保有す
る地層を明らかにしている。
　今後、郡山盆地内で実施される土木地質
調査において、テフラ層を記載した柱状図が
整理されることは、大局的な盆地地下の地質
層序や発達史を検討する上で重要となる。
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図 -3　火山ガラス主成分ハーカー図

図 -4　試料採取地点の柱状図

図 -5　SiO2-K2O 図 6）




